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10月の主な活動
 2日 第3回役員推薦委員会

 7日 ディセントー・ワーク
   世界行動デー新潟集会

 9日 第12四役会議
  第12回執行委員会

 12日 土曜相談会
  第6回青年委員会

 17日 新潟県女性労働問題
  　　　　　　 懇談会

 26日 医療部門連絡会
  　　2013交流研修会

 30日 新潟県・食と環境ネットワーク
　　　　　　　　現地視察研修会

第
23
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
96
チ
ー
ム
参
加

JP労組A 12年ぶりの優勝
　

九
月
二
一
日
、
東
北
電
力
ビ

ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ス

ポ
ー
ツ
公
園
を
会
場
に
、
連
合

新
潟
・
新
潟
労
福
協
主
催
の
第

二
三
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
残
暑
の
な
か
近
年

で
は
最
多
と
な
る
九
六
チ
ー
ム

が
健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
今
回
も
、
ス
タ
ジ
オ

キ
ャ
ン
ド
ル
の
か
わ
い
い
ダ
ン

ス
で
選
手
の
緊
張
感
を
ほ
ぐ
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
選
手
宣
誓
は
総
合
生

協
女
子
ア
ス
リ
ー
ト
の
小
島
舞

さ
ん
、
渡
辺
優
さ
ん
の
お
二
人

か
ら
「
私
た
ち
の
年
齢
よ
り
も

歴
史
あ
る
大
会
に
参
加
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
精
い
っ

ぱ
い
走
り
ま
す
」
と
元
気
な
宣

誓
が
あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
Ｊ
Ｐ
労
組
Ａ
が
十
日

町
市
役
所
Ａ
の
六
連
覇
を
阻
み
、

第
一
一
回
大
会
か
ら
一
二
年
ぶ

り
で
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｐ
労
組
Ａ
は
二
区
、
三
区
、

六
区
で
区
間
賞
の
安
定
し
た
走

り
で
、
特
に
二
区
荒
川
選
手
は

二
〇
人
抜
き
の
力
走
を
み
せ
優

勝
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
連
合
新
潟
事

務
局
と
新
潟
市
中
央
陸
上
競
技

協
会
の
合
同
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

連
合
新
潟
か
ら
は
、
齋
藤
会
長
、

榎
本
副
事
務
局
長
、
渡
辺
新
潟

地
協
事
務
局
次
長
が
力
走
し
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
表
彰
式
ま
で

に
記
録
集
計
が
間
に
合
わ
ず
翌

週
の
公
表
と
な
り
、
参
加
者
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

２区で20人抜き記録

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
新
潟
市

中
央
陸
上
競
技
協
会
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
次
回
も
大
勢
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

第23回新潟県勤労者駅伝大会　記録

○総合順位
優 勝 ＪＰ労組Ａ 1：24：36
準優勝 十日町市役所Ａチーム 1：25：57
３ 位 十日町地域広域事務組合 1：26：28
４ 位 佐渡市職労Ａ 1：26：30
５ 位 新光ＲＣＡ 1：30：48
６ 位 ラン・ＲＵＮ・乱 1：32：39

○男女混合順位（女性２名以上が実走したチーム）
１ 位 川岸らんな～ずドリーム 1：36：07
２ 位 糸魚川市役所駅伝競走部Ａ 1：36：30
３ 位 胎内市職にこにこＲＣ－Ａ 1：38：36

《全体成績はこちらから》
総合記録・区間記録は連合新潟ホームページをご覧下さい
http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/updown/23ekidenseiseki.pdf

新
潟
労
働
局
と

地
域
産
業
労
働
懇
談
会
を
開
催

連
合
新
潟
へ
の
最
近
の
相
談
事
例
か
ら

 

・
・
・  

残
業
編  

・
・
・

　

連
合
新
潟
で
は
春
季
生
活
闘

争
時
の
要
請
以
外
に
、
毎
年
秋

に
新
潟
労
働
局
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
〇
月
一
日
に
連
合

新
潟
四
役
が
参
加
し
て
、
新
潟

労
働
局
か
ら
労
働
基
準
行
政
や

職
業
安
定
、
雇
用
均
等
行
政
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
う
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
労
働
局

の
定
例
記
者
発
表
の
日
で
、
冒

頭
、
大
崎
労
働
局
長
か
ら
は
、

新
潟
県
の
直
近
の
雇
用
失
業
情

　

最
近
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
に
寄
せ
ら
れ
る
相

談
の
内
容
は
、
労
働
の
規
制
緩

和
に
よ
り
働
く
人
が
使
い
捨
て

に
さ
れ
て
い
る
現
状
が
以
前
よ

り
拡
大
し
、
悪
質
さ
が
増
大
し

て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
定
義
の
中

で
、
長
時
間
労
働
に
関
し
た
最

近
の
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
潟
市
内
に
あ
る
Ａ
事
業
所

（
本
社
県
外
）
に
勤
め
る
Ｂ
さ

ん
は
営
業
職
で
一
日
の
大
半
は

外
回
り
を
し
て
い
ま
す
。
勤
務

時
間
は
八
時
〜
一
七
時
で
す
が
、

早
い
時
は
朝
五
時
に
出
勤
し
、

終
わ
る
の
は
二
一
時
を
過
ぎ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
、
月
間
の
残

業
時
間
が
八
〇
〜
一
〇
〇
時
間

を
超
え
る
月
も
あ
り
ま
し
た
が
、

残
業
代
の
支
払
い
は
一
切
な
く
、

上
司
か
ら
は
「
営
業
手
当
が
残

業
代
に
あ
た
る
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
不
審
を
抱
き
連

合
新
潟
に
相
談
に
来
た
の
で
す
。

　

こ
の
相
談
問
題
点
は
長
時
間

勢
に
ふ
れ
、
一
部
に
厳
し
さ
が

見
ら
れ
る
も
の
の
改
善
が
す
す

み
、
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
が

六
五
ヶ
月
ぶ
り
に
一
倍
台
の

一
・
〇
一
倍
に
回
復
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
九

月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前

の
水
準
に
戻
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
へ
の
対
策
を
九
月
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、

労
働
災
害
と
り
わ
け
過
重
労
働

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
、
最
低
賃
金
周
知
や
女
性
の

活
躍
促
進
に
む
け
た
課
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
連
合
新
潟
会
長
か
ら
は
、

昨
年
末
の
総
選
挙
で
自
民
党
へ

政
権
交
代
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

へ
の
期
待
感
が
先
行
し
て
い
る

中
で
実
体
経
済
が
と
も
な
っ
て

い
な
い
こ
と
、
民
主
党
政
権
時

代
に
改
正
さ
れ
た
労
働
関
係
法

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
最
近
の
事
例
で
、

社
会
保
険
労
務
士
が
使
用
者
側

の
代
理
と
し
て
団
体
交
渉
に
参

加
し
、
労
使
関
係
が
損
な
わ
れ

る
ケ
ー
ス
な
ど
も
出
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
ほ
か
、

参
加
し
た
四
役
か
ら
も
、「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
対
策
や
障
が
い

者
の
雇
用
対
策
、
労
働
相
談
事

例
な
ど
を
紹
介
す
る
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
に
む
け
て
、
要
請
や
懇
談

会
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
引
き

続
き
情
報
交
換
等
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

労
働
、
未
払
い
残
業
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

　

長
時
間
労
働
は
脳
、
心
臓
、

精
神
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
の
で
、
産
業
医
の
面
接

指
導
が
必
要
と
な
り
、
会
社
も

長
時
間
労
働
の
是
正
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
は
労
働
時
間
の
管
理
を

し
、
未
払
い
残
業
が
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
談
者
Ｂ
さ
ん
は
長
時
間
労

働
の
会
社
に
見
切
り
を
つ
け
退

社
す
る
意
向
で
し
た
の
で
、
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
（
以
下
ユ
ニ

オ
ン
）
に
加
入
し
、
未
払
い
残

業
の
請
求
に
絞
っ
た
交
渉
と
な

り
ま
し
た
。

　

未
払
い
残
業
の
根
拠
と
な
る

労
働
時
間
と
時
間
給
は
、
会
社

の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

（
出
退
勤
の
時
間
は
正
確
）
と

給
料
明
細
を
も
と
に
未
払
い
金

額
を
算
出
し
ま
す
。

　

団
体
交
渉
で
会
社
は
、
①
残

業
代
は
営
業
手
当
（
み
な
し
残

業
代
）
で
支
払
っ
て
い
る
、
②

Ｂ
さ
ん
の
仕
事
の
進
め
方
が
悪

い
、
③
残
業
を
勝
手
に
し
て
い

た
、
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
未
払
い
残
業
の
交
渉
で
は
会

社
側
の
こ
の
よ
う
な
発
言
は
多

い
）ユ

ニ
オ
ン
は
団
体
交
渉
で

　

①
み
な
し
手
当（
営
業
手
当
）

で
の
残
業
代
の
支
払
い
は
、
予

め
就
業
規
則
に
そ
の
旨
の
記
載
、

労
使
協
定
の
締
結
と
労
働
基
準

監
督
署
に
協
定
書
の
届
出
が
必

要
、
②
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
上
司
か
ら
特

段
の
指
導
は
な
か
っ
た
、
③
残

業
を
し
て
い
る
こ
と
は
上
司
も

確
認
し
業
務
日
報
に
も
記
載
し

て
お
り
、
暗
黙
の
残
業
指
示
で
、

同
僚
も
同
じ
よ
う
に
残
業
し
て

い
た
、
な
ど
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
渉
を
経
て
、
会
社
は

Ｂ
さ
ん
に
残
業
代
を
支
払
い
ま

し
た
。
今
回
は
会
社
が
非
を
認

め
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
し
た
事
例

で
す
が
、
そ
の
裏
に
は
タ
イ
ム

カ
ー
ド
に
よ
り
労
働
時
間
が
把

握
で
き
た
こ
と
、
給
料
明
細
を

持
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、

①
職
場
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
な

い
、
あ
っ
て
も
正
確
に
押
し
て

い
な
い
、
出
勤
時
に
判
を
押
す

だ
け
な
ど
の
場
合
は
、
毎
日
の

出
退
勤
時
間
を
手
帳
な
ど
に
メ

モ
を
す
る
。

②
給
料
明
細
は
保
管
す
る
。

③
入
社
時
の
労
働
条
件
通
知
書

は
保
管
し
て
お
く
。

④
就
業
規
則
を
確
認
。（
い
つ

で
も
見
ら
れ
る
場
所
に
あ
る
か
）

⑤
相
談
で
き
る
場
所
を
知
っ
て

い
る
。

な
ど
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
悩
ん
だ

り
困
っ
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、

連
合
の
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を

教
え
て
下
さ
い
。



0120-191-880
（平日9：00～17：00）

新潟ろうきん 検索新潟県労働金庫

期間・融資総額限定期間・融資総額限定期間・融資総額限定

住宅ローンの借換えは
今がチャンス！ 当初20年間、
金利が変わらない安心を
手に入れませんか？

住宅
ローン
〈固定金利選択型〉

20年固定型
延長！ 増額!ご好評につき、

受付期間 融資総額延長！ 増額!ご好評につき、
受付期間 融資総額

250億円
250億円に
達し次第終了

《融資総額》     《受付期間》  
2013年 
12月30日㈪まで （　　　）

各種手数料無料 お申込み・繰上げ返済・返済方法変更etc.
団体信用生命保険料はろうきん負担

ご融資金額
最高

ご返済期間
最長

市民に訴えデモ行進する参加者

新潟県

701
円から689新潟県 円アップ12

［発効日］ 平成25年10月26日
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2013年10月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第272号

「
秋
は
夕
暮
れ
」
―
清
少

納
言
の
枕
草
子
、
第
一
段

の
秋
を
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
秋
分
の
日
が
過
ぎ
、

帰
り
支
度
を
急
が
せ
る
か

の
よ
う
に
日
暮
れ
が
早
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

暮
れ
る
前
の
一
瞬
に
風
情

が
あ
る
。
／
先
日
の
新
潟
日
報
で
、
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
か
ら
日
本
海
に
沈
む
夕

焼
け
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
佐
渡
島

の
稜
線
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、

山
の
端
が
黄
色
か
ら
茜
色
、
そ
し
て
青

紫
色
へ
と
変
わ
り
、
そ
れ
が
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
夕
闇
と
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん

な
幻
想
的
な
シ
ー
ン
を
ち
ょ
う
ど
見
て

い
た
。
／
生
活
で
も
仕
事
で
も
、
一
瞬

一
瞬
、
そ
の
時
そ
の
時
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
楽
し
み

に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 （
Ｔ
‐
Ａ
）

土曜相談会 11月は９日に開催

⑥

□
全
日
本
海
員
組
合

 

新
潟
支
部
支
部
長

　

除
補　
　

修

　

全
日
本
海
員

組
合
は
、
男
女
が
と
も
に
個
性

を
発
揮
で
き
る
活
き
活
き
と
し

た
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
組
合
運
動
に
お
い
て
は

女
性
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び

か
け
ま
す
。

　

男
女
が
共
同
参
画
し
た
体
制

を
整
え
、
男
女
平
等
で
一
人
ひ

と
り
の
意
欲
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

□
全
自
交
新
潟
地
方
連
合
会

 

執
行
委
員
長　

宮
沢　

勝
正

　

ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
産
業
は
、
女
性
乗
務

員
の
比
率
は
全
国
的
に
極
め
て

低
く
、
組
合
活
動
に
参
加
す
る

機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
と

言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
は
乗
務
員
の

高
齢
化
と
乗
務
員
不
足
が
確
実

に
進
行
し
て
お
り
、
女
性
乗
務

員
の
確
保
は
組
合
の
存
続
に
お

い
て
も
大
変
重
要
な
課
題
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
タ
ク
産
業
の
労
働
条
件

（
特
に
賃
金
）
は
、
男
女
間
格

差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
や

勤
務
時
間
な
ど
の
環
境
整
備
で
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を
構

築
し
、
女
性
組
合
員
の
増
加
と

組
合
役
員
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

□
全
労
金

 

執
行
委
員
長　

浅
井　

友
則

　

当
労
組
は
全

組
合
員
に
占
め

る
女
性
組
合
員

の
比
率
が
五
二
・
七
％
と
高
い

割
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

組
合
の
中
で
の
女
性
役
員
の
比

率
は
依
然
と
し
て
低
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
女
性
の
視
点
か
ら
の
意

見
が
よ
り
多
く
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
男
性
中
心
の
活
動
か
ら
女

性
も
参
加
し
や
す
い
労
働
組
合

に
変
化
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み

や
、
さ
ら
な
る
女
性
役
員
の
選

出
に
向
け
て
活
動
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

□
Ｊ
Ｒ
連
合
新
潟
県
協
議
会

 

議
長　

高
松
栄
二
郎

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

地
方
協
議
会
の

構
成
単
組
に
お

い
て
「
男
女
平
等
参
画
推
進
計

画
」
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
多
く
の
女
性
組
合
員

の
参
画
を
促
す
と
と
も
に
、
魅

力
あ
る
活
動
の
発
信
に
努
め
、

協
議
会
組
織
と
し
て
女
性
役
員

の
参
画
配
置
を
め
ざ
し
、
真
の

男
女
平
等
社
会
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
七
日
、
新
潟
市

中
央
区
の
弁
天
公
園
で
人
間
ら

し
い
働
き
方
の
実
現
を
め
ざ
し

て
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

世
界
行
動
デ
ー
一
〇
・
七
新
潟

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
国
際
労
働
財
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｆ
）
の
訪
日
メ
ン
バ
ー

が
新
潟
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
集
会
と
デ
モ
行
進
に
は
海

外
の
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
労
働

組
合
総
連
盟
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
ガ
ッ
サ
ー
ン
Ａ
・
Ｍ
・

ハ
ム
ダ
ー
ン
委
員
長
か
ら
リ
レ

ー
ト
ー
ク
で
、「
六
八
年
間
の

労
働
運
動
の
歴
史
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
日
本
の
労
働
者
が
国
、

経
済
を
築
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
労
働
者
を
軽
視
す
る
政
府

に
対
峙
す
る
姿
勢
を
支
援
し
ま

す
。
国
際
的
に
も
安
全
衛
生
、

労
働
条
件
が
向
上
し
な
い
な
か

苦
し
ん
で
い
る
仲
間
が
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
起
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
審
議
会
委
員
の
榎

本
副
事
務
局
長
か
ら
は
、
今
年

の
改
定
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

デ
モ
行
進
に
は
県
内
の
働
く

仲
間
二
二
五
人
が
「
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実
現
し
よ

う
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

９月のホームページ・アンケート結果発表

質問： 　通勤に車を利用している。

　ほとんどの方が「通勤に車を利用している」と回答しまし
た。新潟県は１世帯あたりの車保有台数が1.55台で全国９位
です。だいたいひとり１台保有が当たり前ですね。私はガソ
リン価格の値上がりや、健康保持などの理由で自転車通勤に
切り替えました。慣れれば結構快適ですよ。
　10月のＨＰアンケートは、旅行に関する質問です。
投票お待ちしています。

「1000万連合」
実現に向けて！⑤

■
雇
用
を
守
る
た
め
に
組
合
結
成

自
治
労
新
潟
県
本
部 

副
執
行
委
員
長　

武
藤　

明

　

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
職
員
組
合

が
二
〇
一
三
年
一
月
二
八
日
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
場
の
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
は
、

長
岡
市
と
出
雲
崎
町
に
よ
る
一

部
事
務
組
合
立
の
施
設
で
、
職

員
は
地
方
公
務
員
で
す
。

　

施
設
は
、
経
済
上
・
環
境
上

の
理
由
で
家
庭
で
の
生
活
が
困

難
な
六
五
才
以
上
の
方
が
入
所

す
る
行
政
に
よ
る
措
置
施
設
で

あ
り
、
昭
和
二
九
年
に
設
立
さ

れ
、
現
在
一
二
四
人
の
利
用
者

が
入
所
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
一
部
事
務
組
合
立
の
施

設
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、

外
部
委
託
の
導
入
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
施

設
も
例
外
で
は
な
く
、
雇
用
を

守
る
た
め
に
組
合
が
必
要
で
あ

る
と
の
思
い
か
ら
組
合
結
成
と

な
り
ま
し
た
。

　

職
員
四
〇
人
（
正
職
員
二
〇

人
、
臨
時
職
員
二
〇
人
）
中
、

組
合
員
は
正
職
員
・
臨
時
職
員

混
合
で
構
成
さ
れ
、
結
成
時
は

一
四
人
で
し
た
が
、
加
入
活
動

の
結
果
現
在
は
二
七
人
が
組
合

員
で
す
。
職
種
は
、
介
護
、
調

理
、
事
務
、
用
務
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
職
場
の
状
況
は
、
重

度
の
利
用
者
の
入
居
が
増
え
て

介
護
職
の
仕
事
量
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
、
組
合
員
の
三
分

の
二
が
女
性
で
も
あ
り
、
年
休

が
取
り
づ
ら
い
と
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
結
果
を
、
要
求
書
な

ど
に
反
映
さ
せ
た
組
合
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
人
間
ら
し
い
生
活
と
労
働

の
保
障
を
求
め
て
、
つ
な
が
ろ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今

年
も
西
ル
ー
ト
（
沖
縄
）
と
東

ル
ー
ト
（
北
海
道
）
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
一
一
月
二
四
日
大
阪

の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
「
反
貧

困
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
二
〇
一

三
」
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
内
で
は
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
労
福
協
が
事
務
局
を
担

当
し
、
九
月
一
八
日
福
島
県
か

ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
受
け
入

れ
、
二
一
日
に
富
山
県
へ
引
き

継
ぐ
ま
で
、
各
市
町
村
を
ま
わ

り
街
頭
宣
伝
、
自
治
体
要
請
行

動
、
集
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
八
日
夕
方
に
は
、
新
潟
駅

前
で
チ
ラ
シ
配
布
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
九
日
一
八
時
三
〇

か
ら
弁
天
公
園
で
開
催
さ
れ
た

新
潟
集
会
で
は
、
連
合
加
盟
の

組
合
員
や
賛
同
団
体
か
ら
二
〇

〇
人
が
参
加
し
、
主
催
者
の
新

潟
県
労
福
協
・
山
田
専
務
理
事

の
呼
び
か
け
人
あ
い
さ
つ
の
後
、

協
賛
団
体
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー

ク
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

デ
モ
行
進
を
行
い
新
潟
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

９月号掲載の営業時間をお知らせ
 新潟市中央区東堀通9-1400 TEL 025-223-3066
◆二代目　勝烈亭 営業時間 11：30～15：00／17：00～23：00
 　日・祝 11：30～21：00 定休日 毎週木曜日


